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一瞬のプレーを 

一生の思い出に 
 第72回横須賀

市中学校総合体

育大会が、４月

15日（土）に横須

賀アリーナで行

われた総合開会

式を皮切りに、市

内の体育館や競

技場、そして中学校を会場として行われまし

た。この中学校総合体育大会は、夏休みに水

泳競技、そして秋に駅伝競技が行われます。 

 

 総合開会式の前日、４月１４日（金）には、放

送での壮行会を行いました。各部の代表が視

聴覚室に集まり、放送を通じてそれぞれの決

意を表明しました。各クラスでの反応は見る

ことができませんでしたが、視聴覚室での代

表の皆さんの“気合・意気込み”はとても素晴

らしく、きっと練習の成果を十分に発揮して

くれるだろうと感じました。 

 

 新型コロナウイルス感染症の対策について

はかなり緩和が進みましたので、どの競技、

どの会場でも、参観者やマスクの着用につい

ても緩和が進みました。多くの家族の方に、

皆さんが競技に取り組んでいる様子を応援

していただくことができたのではないかと思

います。 

 私もすべての会場を訪れることはできなか

ったのですが、いくつかの会場を回り、皆さ

んが頑張っている様子を応援することがで

きました。熱が入りすぎて、ちょっとのどが痛

くなる場面もありました。 

ステージに立つ 

 野比中学校には「運動部」だけでなく、吹奏

楽部、美術部、演劇部といったいわゆる「文

化部」もあります。私は運動部でも文化部で

も、どの部活動においても「ステージに立つ」

ということがとても大切な要素であると考え

ています。 

 それぞれの部活動にはそれぞれのステージ

があります。吹奏楽部や演劇部であれば文字

通り「ステージに立つ」ですが、美術部でも作

品を提出するという行為が「ステージに立つ」
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あなたが好き 私が好き 横須賀が好き と誇れる人づくり 

ことに当てはまるように思います。サッカー

のようなチームスポーツであっても、チーム

として試合に臨んでいるときは、チームとし

て「ステージに立っている」し、さらには「ドリ

ブルをしている」ときは、その瞬間瞬間を一

人一人が「ステージに立っている」と考えらえ

ると思うのです。 

 「ドリブル」をしている時というのは、その

最中には、もう他の人に頼ることなく、自分

の力でドリブルをしています。ドリブルをしな

がら、ディフェンスをかわすことや、見方を探

してパスをすること、さらにはシュートをする

ことなど、自分自身でいろいろなことを判断

し実行しているのです。もちろん味方が助け

に来てくれたり、ベンチにいる先生や仲間が

応援してくれることも、大きな要素にはなり

ます。しかし、総合的にどんなプレイをするの

かは、自分自身なのです。こうしたことが、一

人一人の成長につながっていると考えてい

るのです。 

 さらには、矛盾することを言うようですが、

一人一人の成長は、一人一人だけの力では

成し遂げられません。陸上のような個人種目

であっても、チームとしての取り組みがあり、

仲間の存在が一人一人の成長に大きくかか

わります。部活動というのは、一人一人の成

長と仲間のかかわり、そして仲間全体の成長

を願って行われていくものだと思うのです。 

 この「ステージに立つ」という視点は、実は

部活動のことだけを取り上げることではあり

ません。周りを見渡してみると、野比中学校

の生活では、皆さんに様々なステージが待っ

ています。これから行われる生徒総会で、執

行部の人だけでなく、一人一人にそれぞれの

ステージがあります。普段の授業でもステー

ジがあります。 

 一人一人の「ステージ」で皆さんが成長して

いくことを期待しています。 

ひまわり１００本 
 小雨交じりの５月７日。ゴールデンウィーク

最終日に、「友好のひまわり」植え付けイベン

トが開催されました。 

 このイベントは、地域の東友会と水仙の会

の方々が中心となって、町内会や青年部、

PTA、消防団……、の皆さんが集まり、野比

東小学校や地域の公園などにひまわりの苗

を植え付け、さらには友好都市である会津若

松市に苗を送るというものです。 

 

 野比中学校にも、正

門を入ってすぐのとこ

ろに、なんと苗を１００

本も植えてくださいま

した。（ちなみに、このイベ

ントに本校の３年生が参加

してくれています。さて誰

でしょう？？） 

 今はまだ子葉から本葉が出てきたところで、

とっても小さな小さな苗の状態です。登下校

の際にはぜひその成長を皆さんで見届けて

ほしいなと思います。 

 登下校で正門を使わない人は、野比東小学

校の付近や、野比中わきから小学校へ上がる

坂道の途中の花壇、さらには花の国プールな

どでも植えられたそうです。野比中のことを

いつも考えてくださっている地域の方々が

いらっしゃることを忘れないでほしいと思い

ます。 


